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　10月中旬になると、色づいた木々が伊方の山を美しく彩ります。
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奮
闘
す
る
文
化
の
継
承

伊
方
町
で
は
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
盆

行
事
を
現
在
ま
で
継
承
し
、
続
け
て

い
る
地
域
が
多
く
あ
り
ま
す
。

大
久
地
区
に
お
い
て
も
「
お
し
ょ
ろ

船
」
と
呼
ば
れ
る
そ
の
年
に
亡
く

な
っ
た
人
を
お
見
送
り
す
る
行
事
が

毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
日
は
、

地
元
住
民
が
海
岸
に
集
ま
り
、

お
し
ょ
ろ
船
が
沖
に
出
て
い
く
様
子

を
見
守
り
ま
す
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
こ
の
伝
統
を

継
承
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
私
た
ち

に
は
見
え
な
い
苦
労
が
あ
り
ま
す
。

『
奮
闘
す
る
文
化
の
継
承
で
す
よ
』

保
存
会
の
方
が
話
す
お
し
ょ
ろ
船

継
承
の
取
組
を
お
届
け
し
ま
す
。
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お
し
ょ
ろ
船
は
、
瀬
戸
の
一
部
地
域
で
行
わ

れ
て
れ
い
る
供
養
の
行
事
。
か
つ
て
は
初
盆
の

方
の
家
族
が
地
元
の
方
数
名
を
募
り
船
を
作
っ

て
い
た
。
し
か
し
人
口
減
少
に
伴
い
、
年
々

作
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
。

　
そ
ん
な
時
に
お
し
ょ
ろ
船
を
伝
え
て
い
く
た

め
に
新
た
に
設
立
し
た
組
織
が
「
お
し
ょ
ろ
船

保
存
会
」
で
あ
っ
た
。

特 集
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５
時
間
に
お
よ
ぶ
大
仕
事

　
お
し
ょ
ろ
船
づ
く
り
は
、
お
盆
最
終
日
８
月
15

日
の
朝
６
時
か
ら
始
ま
る
。
20
名
程
の
地
区
の
男

性
が
集
ま
り
、
こ
れ
か
ら
５
時
間
と
い
う
短
い
時

間
で
大
き
な
船
を
作
り
上
げ
る
。

　
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
い
っ
ぱ
い
の
麦
藁
を
円
柱

状
に
し
、
船
の
土
台
と
な
る
部
分
を
作
っ
て
い

く
。
そ
の
際
に
、
藁
に
隙
間
が
で
き
な
い
よ
う
に

掛
け
声
を
か
け
な
が
ら
地
面
に
た
た
き
つ
け
、
固

く
結
ん
で
い
く
。
そ
の
後
、
船
の
帆
・
飾
り
の
人

形
・
船
体
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
担

い
、
船
の
形
に
し
て
い
く
。
朝
6
時
か
ら
始
ま
っ

た
作
業
は
、
気
付
け
ば
日
が
真
上
ま
で
昇
っ
て

お
り
、
滴
る
汗
を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
着
々
と
完
成
に

近
づ
く
。

　
出
来
上
が
っ
た
の
は
、
午
前
11
時
。
約
5
メ
ー

ト
ル
の
大
き
な
お
し
ょ
ろ
船
は
、
青
空
に
大
き
な

帆
を
た
な
び
か
せ
て
い
ま
し
た
。
船
作
り
に
携

わ
っ
た
方
た
ち
も
そ
の
様
子
を
、
達
成
感
に
満
ち

た
表
情
で
眺
め
て
い
ま
し
た
。

大
久
お
し
ょ
ろ
船
の
保
存
会

　
以
前
は
大
久
地
区
だ
け
で
お
し
ょ
ろ
船
を
４
つ

作
っ
て
い
た
。
し
か
し
人
口
減
少
に
伴
い
、
地
区

全
体
で
１
つ
の
み
作
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に

そ
の
１
つ
作
る
の
も
難
し
く
な
っ
て
い
っ
た
。

　
そ
ん
な
時
に
「
保
存
会
を
作
っ
て
残
し
て
い
け

ば
え
え
ん
や
な
い
で
す
か
」
と
提
案
し
た
の
が
、

現
保
存
会
会
長
の
石
崎
照
夫
さ
ん
。
そ
の
後
保
存

会
を
作
り
、
会
の
メ
ン
バ
ー
と
初
盆
の
家
族
と
と

も
に
船
を
作
る
今
の
形
と
な
っ
た
。
ま
た
、
船
を

作
る
藁
の
確
保
に
も
苦
労
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
て

一
面
麦
畑
で
あ
っ
た
大
久
地
区
は
、
柑
橘
栽
培
に

シ
フ
ト
し
た
こ
と
で
、
麦
藁
を
用
意
す
る
こ
と
が

困
難
と
な
っ
た
。
現
在
は
、
宇
和
町
に
住
ん
で
い

る
石
崎
さ
ん
の
知
り
合
い
に
、
毎
年
７
月
に
分
け

て
も
ら
い
に
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
の
お
し
ょ
ろ
船
の
伝
承
に
つ
い
て
石
崎
さ

ん
に
尋
ね
る
と
「
今
は
私
が
会
長
を
し
て
お
り
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
き
っ
と
誰
か
が
伝
承
し
て
く

れ
ま
す
よ
。
大
昔
か
ら
続
く
伝
統
行
事
な
の
で
、

み
ん
な
気
持
ち
よ
う
に
協
力
し
て
く
れ
る
け
ん

ね
、
私
も
気
持
ち
え
え
ん
で
す
よ
ね
。
楽
し
い
ん

で
す
よ
。
」
と
満
面
の
笑
み
で
答
え
た
。

　
伝
統
行
事
を
続
け
る
た
め
に
は
、
少
子
高
齢

化
・
人
口
減
少
な
ど
、
継
承
し
て
い
く
た
め
の

様
々
な
壁
が
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、
何
と
か
次
代

に
伝
え
よ
う
と
努
力
す
る
方
、
そ
の
思
い
を
引
き

継
ご
う
と
す
る
次
世
代
、
両
者
の
奮
闘
が
、
今
の

伊
方
町
の
多
様
な
初
盆
行
事
を
形
成
し
て
い
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

　私がおしょろ船作りに参加しだしたのは
３・４年前です。祖母が亡くなったときに初
めて参加しました。そこから保存会に勧誘
されて毎年作りに来ています。
　例年８月14日・15日に盆踊りも行ってい
ましたが、コロナの影響でなくなってしまい
ました。しかし、おしょろ船だけは供養の行
事なので、毎年必ず行っています。その中に

自分も参加して、少しでも役に立てたらなと
思います。
　私は40代ですが、保存会には20代・30
代の方が少ないです。若い方が入って、教え
てもらいながら船を作らなければ、もし
上の方々が抜けたときに、続けていくこと
が難しくなってしまいます。ぜひ若い方にも
保存会に入ってほしいです。 三好 教彦 さん

のりひこ

インタビュー
Interview 若い方に受け継がれていく伝統行事

お
し
ょ
ろ
船
が
出
来
上
が
る
ま
で

の
様
子
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
「
佐
田

岬
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
で
公
開
中
！
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フォトリポート

　９月５日、伊方町在住で八幡浜青年会議所所属の株式会社ニュ
ウズ・土居裕子さん、有限会社木嶋水産・木嶋一誠さん、伊方町
役場・竹林和樹さんの３名の方を招いて「伊方町の未来につい
て」というテーマで、高門町長と対面で意見交換を行う「町政
懇談会」を実施しました。
　懇談会では、豊予海峡ルートや町の情報発信、農業・漁業の
将来、教育分野の地域格差など、さまざまな意見が飛び交い、
伊方町の未来について熱い話し合いが行われました。

みんながつながるイロドリフェス

町長と語ろう!　～町政懇談会～

　８月21日、佐田岬はなはなでイロドリフェスが行われました。
このイベントでは三崎高校吹奏楽部の演奏をはじめ、道化絵師
MINEさんや伊方町のバンド「才蔵」さんなどのステージイベント
や20以上の出店が開かれ、会場を賑わせました。
　主催の山崎真唯子さんは「人と人を繋げられるようなことがし
たいとの思い、今回のイベントを企画しました。イロドリフェス
を通して、お客さんの中に、出店者や出演者の方々のファンが
増えたらうれしいなと思います。」と話しました。

グローバルなまちを目指して
  ～立命館アジア太平洋大学との連携協定締結～
　７月１日、立命館アジア太平洋大学と「友好交流に関する協
定」を締結しました。この協定は、教育や文化、国際的な取組等
について互いに交流を図り、相互の持続的な発展と国際的に活躍
する人材育成を目的としたものです。
　今回の協定について高門町長は「この協定を通して、町として
グローバルな視点を取り入れながら、国際的な発展につなげてい
きたいと思います。」と話し、同大学の李燕副学長は「地域課題
や国際交流など伊方町と協力して取り組んでまいります。」と
述べられました。
　８月17日から22日までの６日間、APUの学生５名が伊方町に
訪れ、インターンシップを行いました。朝日共販株式会社では、
施設見学やしらす漁の体験をしました。また21日に開催された
イロドリフェスでは、学生たちが作ったインドネシアの郷土料理
を販売しました｡
　インターンシップに参加した学生のトウ・フシュウさんは「町
の政策や力を入れているところなどのお話しを聞かせていただく
機会があり、非常に参考になりました。伊方町はとてもきれいな
町で、本当に住んでみたいと思いました。」と笑顔で話しました｡
　今後も連携協定に基づき、同大学との友好的な交流を通じて
国際交流の促進を図ることを予定しています。
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地域の身近な話題をお届けします。皆さまからの情報をお待ちしています。
総合政策課広報秘書係までご連絡ください。TEL38-2659

フードロスを減らそう
　９月１日から伊方町社会福祉協議会による食品ロスを減らす運動
「フードドライブ」が行われました。フードドライブとは、各家庭に
眠っている食料を持ち寄り、必要としている方々に提供する活動で、 
９月30日までショッパーズ伊方店、伊方町社会福祉協議会本所及び
各支所で設置されました。
　活動に協力したショッパーズ伊方店の二宮浩店長は「コロナ禍で食
料に困っている方々がいらっしゃる、また食料を無駄にしないという
ことでも有効に活用していただきたいです。」と話されました。

愛媛FCレディース　来庁
　９月５日、愛媛FCレディースの一市町
一選手応援事業で伊方町の代表選手として
選ばれた三田一紗代選手、仲松叶実選手が
来庁されました。

専修大学生が三崎高校訪問
　９月８日、専修大学の大崎恒次教授とゼ
ミ生５名が、地域課題の発見や学生同士の
見地向上を目的に三崎高校を訪れました。

消防団三崎分団  操法大会で3位
　８月７日、愛媛県消防学校で第33回愛
媛県消防操法大会が開催され、伊方町消防
団三崎分団が出場し、３位になりました。

「人権」について考える  ～町見人権学習会～
　９月３日、町見公民館で人権学習会を実施しました。始めに町見
地域に住む小・中学生４名の人権メッセージ発表を行ったのち、講師
としてお招きした安田女子大学の山本克司教授から『高齢者の人権を
考える～認知症と高齢者虐待～』と題し、ご講演をいただきました。
　山本克司教授は「どういうことを知っておくことが必要なのか、
どのようにかかわっていくのかというところまで、今回来ていただ
いた方々に知っていただきたいです。」と話されました。

日ごろから高い防災意識を持って
　　　　　　　　　　　 ～総合防災避難訓練～
　９月４日、地震発生に伴う総合防災避難訓練を町内全域で実施しま
した。当日は震度６弱の地震が発生し、大津波警報が発表されたこと
を想定して行い、39地区約2,700人が参加しました。このうち大浜地
区では、消防団・自主防災会が連携して避難誘導を行い、無線を使用
して正確な情報共有を図っていました｡
　自主防災会の中藤留臣会長は「地区内放送を聞くことや各家庭で
非常食を用意しておくなど、日ごろから防災に対する高い意識を
持って、地域の方には生活していただきたいです。」と地域防災に
対する思いを話しました。
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百
歳
超
の
皆
さ
ん

◆
伊
方
地
域

大　
黒　
シ
ナ
コ

山　
口　
ミ
チ
コ

竹　
内　
カ
メ
子

西　
内　
房　
香

德　
田　
キ　
ヨ

小　
田　
サ
ダ
ヱ

眞　
木　
ミ
ヤ
子

土　
居　
　
茂　

髙　
藤　
マ
ツ
ミ

◆
瀬
戸
地
域

大
和
田　
ミ
ユ
キ

結　
城　
タ
カ
ヱ

高　
木　
フ
ミ
ヱ

山　
口　
竹　
子

宮　
本　
茂　
子

◆
三
崎
地
域

中　
村　
房　
枝

菊　
地　
キ
ヨ
子

堀　
内　
ヒ
サ
ヨ

山　
下　
マ
ツ
子

梶　
原　
亀　
𠮷

大　
本　
ア
キ
ノ

水　
本　
シ
マ
コ

（
大
正
11
年
３
月
31
日

　
　
　
　
以
前
生
ま
れ
、
21
人
）

　
　
山　
瀬　
チ
ヨ
子

　
　
菊　
池　
ハ
ツ
コ

◆
瀬
戸
地
域

　
　
菊　
池　
美
都
子

◆
三
崎
地
域

山　
田　
イ
サ
エ

　
　
池　
田　
シ
ナ
子

満
百
歳
の
皆
さ
ん

◆
伊
方
地
域

藤　
堂　
芳　
枝

　
　
井　
上　
フ
ジ
ミ

（
大
正
11
年
４
月
１
日
か
ら
大
正

 

12
年
３
月
31
日
生
ま
れ
、
７
人
）

白
寿
の
皆
さ
ん

◆
伊
方
地
域

田　
丸　
モ
リ
ヱ

　
　
中　
川　
ト
シ
ヱ

　
　
田　
中　
初　
子

　
　
大　
林　
カ
ツ
ミ

　
　
上　
田　
カ
メ
子

　
　
兵　
頭　
シ
ゲ
コ

　
　
兵　
頭　
ツ
ネ
子

◆
瀬
戸
地
域

　
若　
松　
澄　
子

　
　
浅　
日　
ヨ
シ
エ

　
　
小
野
瀨　
シ
モ
ヱ

　
　
阿　
部　
ツ
タ
ヱ

　
　
山　
﨑　
ユ
ク
子

　
　
阿　
部　
ト
ラ
ヨ

◆
三
崎
地
域

　
山　
本　
千
代
子

　
　
髙　
田　
ス
ミ
子

　
　
梶　
原　
ト
シ
子

　
　
土　
居　
澄　
子

　
　
佐
々
木　
松　
代

　
𠮷　
森　
ヒ
ナ
ヱ

（
大
正
13
年
生
ま
れ
、
19
人
）

敬
老
の
日
、
お
め
で
と
う
！

　
９
月
19
日
は
「
敬
老
の
日
」
で
す
。

多
年
に
わ
た
り
社
会
に
つ
く
し
て
こ
ら

れ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

を
敬
愛
し
、
長
寿
の
お
祝
い
を
す
る
日

で
す
。

　
三
崎
つ
わ
ぶ
き
荘
で
は
敬
老
会
式
典

が
行
わ
れ
、
高
門
町
長
及
び
社
会
福
祉

法
人
伊
方
町
社
会
福
祉
協
会
の
濵
口
理

事
長
か
ら
記
念
品
や
花
束
な
ど
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

伊
方
町
の
敬
老
者
に
つ
い
て

　
今
年
度
の
敬
老
会
該
当
者
（
昭
和
33

年
４
月
１
日
以
前
の
生
ま
れ
）
は
総
勢

４
，
１
９
０
人
（
男
性
１
，
８
１
８

人
、
女
性
２
，
３
７
２
人
）
で
す
。
４

月
１
日
現
在
の
愛
媛
県
の
高
齢
化
率
は

33
.
26
％
。
伊
方
町
の
高
齢
化
率
は
48

･
30
％
で
す
。

　
町
内
の
最
高
齢
者
は
女
性
が
結
城
タ

カ
ヱ
さ
ん
で
、
男
性
は
梶
原
亀
𠮷
さ
ん

で
す
。　

　

な
お
、
百
歳
越
え
、
満
百
歳
、
白

寿
、
米
寿
を
迎
え
る
皆
さ
ん
へ
、
町
か

ら
お
祝
い
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し

た
。
該
当
さ
れ
た
方
を
左
欄
に
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
度

は
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

―
敬
称
略
―
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米
寿
の
皆
さ
ん

◆
伊
方
地
域

木　
戸　
玲　
子

矢　
野　
豊　
美

上　
田　
キ
ヨ
子

田　
中　
武　
彦

寺　
谷　
　
功　

藤　
堂　
八
左
ヱ
門

松　
本　
亀　
明

由　
井　
　
守　

渡　
邉　
節　
子

渡　
邉　
忠　
信

土　
井　
成　
子

松　
田　
美
重
子

吉　
原　
マ
サ
子

大　
通　
　
京　

木　
下　
　
眸　

橋　
本　
利　
昭

廣　
瀨　
秀　
晴

松　
岡　
　
栄　

松　
本　
コ
ト
エ

宮　
内　
房　
江

市　
末　
チ
ヨ
子

二　
宮　
イ
セ
子

宮　
本　
重　
男

青　
山　
種　
治

兵　
頭　
百
合
子

福　
島　
カ
ツ
ヱ

山　
下　
泰　
敏

宇
都
宮　
正　
道

大　
星　
マ
キ
子

福　
田　
幸　
夫

稲　
田　
慶　
子

坂　
田　
和　
孝

正　
岡　
満　
代

三　
好　
シ
ヤ
カ

嵜　
野　
幸　
枝

田　
中　
　
発　

田　
中　
君　
江

岩　
見　
明　
文

大　
澤　
喜
八
郎

清　
水　
久　
子

渡　
邉　
繁　
美

渡　
邉　
ム
ツ
子

岡　
村　
キ
ク
コ

三
根
生　
ハ
ル
ミ

井　
上　
冨
美
香

桝　
田　
チ
ド
リ

桝　
田　
信　
夫

樫　
尾　
　
　
一

松　
本　
マ
サ
子

井　
本　
宇
喜
夫

伊　
藤　
ト
シ
ミ

増　
田　
京　
子

浦　
崎　
キ
ク
ミ

谷　
本　
フ
ミ
ヱ

◆
瀬
戸
地
域

井
戸
本　
賢　
枝

仲　
村　
チ
ヱ
子

福　
島　
ク
ラ
ヱ

松　
本　
ト
ナ
ヱ

金　
谷　
寅
之
助

阿　
部　
ヨ
シ
子

川　
中　
輝　
夫

下　
野　
勝　
子

上　
甲　
ト
マ
子

長　
尾　
直　
江

二　
宮　
良　
子

矢　
野　
房　
子

清　
水　
力　
子

磯　
崎　
ミ
サ
子

二　
宮　
タ
エ
子

井　
上　
孝　
次

淸　
水　
太　
郎

中　
西　
登
美
子

山　
下　
　
優　

阿　
部　
一　
正

加　
藤　
惠
美
子

濱　
本　
ウ
メ
子

水　
野　
亀　
市

水　
野　
眞
樹
枝

結　
城　
勵　
子

渡　
邊　
美　
子

山　
本　
眞　
平

居　
村　
音　
一

鳥　
津　
光　
則

岩　
見　
サ
ヨ
子

◆
三
崎
地
域

荒　
川　
ス
ミ
ヨ

堀　
内　
信　
子

増　
川　
榮　
子

宮　
部　
チ
カ
ヱ

井　
上　
愃
重
朗

井　
上　
八
重
野

小　
松　
諒　
子

溜　
池　
キ
サ
エ

正　
岡　
千
枝
子

松　
本　
滿　
弘

山　
本　
清　
子

菊　
池　
半　
治

中　
村　
　
巴　

川　
中　
サ
カ
ヱ

山　
田　
富
士
子

酒　
井　
芳　
德

髙　
橋　
明　
子

中　
村　
政　
枝

宮　
本　
候　
江

八　
木　
ミ
ツ
ル

大
瀬
戸　
仲　
一

中　
村　
⻆　
義

宮　
本　
喜
美
子

小　
田　
治　
郎

山　
下　
完　
一

阿　
部　
善　
信

岡　
崎　
告　
夫

梶　
原　
匡　
央

梶　
原　
欣　
喜

西　
村　
フ
サ
子

山　
内　
利　
一

山　
内　
若　
子

山　
下　
音
二
郎

阿　
部　
富　
夫

濵　
西　
妙　
子

大　
本　
喜
代
香

川　
越　
ミ
タ
ケ

宇
都
宮　
カ
ズ
子

清　
水　
　
榮　

村　
田　
カ
ズ
エ

木　
村　
ト
メ
子

古　
川　
サ
ヨ
コ

中　
村　
一　
利

山　
下　
ス
マ
子

　
川　
　
進　

河　
野　
秋　
子

清　
水　
リ
ヨ
子

（
数
え
88
歳
、
昭
和
10
年

　
　

 

生
ま
れ
、
1
3
1
人
）

金
婚
式
の
皆
さ
ん

◆
伊
方
地
域

増　
田　
愛　
明
・
い
つ
み

谷　
内　
政　
清
・
千　
鶴

増　
原　
勝　
久
・
絹　
子

田　
中　
一　
男
・
㔟
津
子

菊　
池　
　
　
明
・
ひ
ろ
子

黒　
田　
和　
男
・
ヒ
ロ
エ

高　
月　
初　
彦
・
三
智
子

松　
田　
幸　
雄
・
順　
子

井　
上　
芳　
二
・　
文　

山　
下　
長　
弘
・
眞
砂
子

清　
水　
三　
博
・
稚　
子

梶　
田　
正　
雄
・
光　
枝

川　
口　
清
二
郎
・
あ
つ
子

門　
田　
寛
治
郎
・
ツ
ル
子

田　
中　
康　
司
・
傳　
惠

三　
好　
康　
男
・
美　
代

宮　
本　
　
厚　
・
久　
栄

井　
櫻　
俊　
三
・
ミ
ツ
子

脇　
田　
市　
郎
・
種　
子

小　
島　
　
正　
・
恵　
子

渡　
邉　
啓　
充
・
幸　
子

井　
上　
幹　
峰
・
八
重
子

川　
田　
邦　
男
・
美
佐
子

浪　
下　
時　
雄
・
ナ
ミ
子

西　
山　
孝　
夫
・
美
津
子

城　
岡　
　
　
壽
・
沢　
子

◆
瀬
戸
地
域

竹　
本　
　
寛　
・
勝　
子

久　
世　
隆　
博
・
ト
ミ
エ

眞　
田　
壽　
幸
・
八
重
子

木　
野　
秀　
俊
・
喜
美
子

阿　
部　
冨
士
男
・
ミ
サ
コ

阿　
部　
福　
重
・
里　
美

中　
田　
險　
次
・
初　
江

岡　
田　
　
包　
・
シ
ゲ
子

加　
藤　
篤　
二
・
扶
久
子

村　
上　
勇　
治
・
志
津
子

森　
口　
又
兵
衛
・
イ
ワ
エ

阿　
部　
吉　
淸
・
富
士
子

寳　
榮　
正　
五
・
善　
子

◆
三
崎
地
域

塩　
崎　
満　
雄
・
と
も
子

加　
藤　
博　
明
・
和　
美

阿　
部　
勝
一
郎
・
史　
子

山　
下　
民　
男
・
ミ
チ
子

中　
村　
　
孝　
・
ま
ゆ
み

垣　
内　
庄
八
郎
・
ひ
と
み

清　
水　
貞　
允
・
チ
ズ
ル

北　
島　
信　
夫
・
マ
ユ
ミ

塩　
崎　
忠　
夫
・
定　
子

伊　
藤　
幸
太
郎
・
久
美
子

清　
水　
光　
夫
・
優　
子

阿　
部　
莫　
　
・
ト
ヨ
子

山　
下　
重　
夫
・
順　
子

都　
築　
邦　
雄
・
百
々
枝

住　
江　
彌
平
彦
・
と
も
み

梶　
原　
時　
男
・
喜　
美

宇
都
宮　
幸　
義
・
君　
子

（
結
婚
50
周
年
、
昭
和
48
年
に

　
　
　
結
婚
さ
れ
た
み
な
さ
ん
、
56
組
）
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伊方町
町内経済活性化支援事業
コロナ禍や原油価格高騰等の影響に伴い低迷した町内の消費活動を喚起し、
町内経済の活性化を図るため、3つの支援事業を実施します。

●概要
　令和４年10月17日～令和５年２月28日
　伊方町商工会（瀬戸支所・三崎支所含む）
　※瀬戸支所は11月１日から火・木曜日のみ営業
　伊方町の住民基本台帳に登録されている方
　(R４.10.１時点）
　販売価格等
　　商品券額面　1冊10,000円（500円券×20枚)
　　販売価格　　1冊  5,000円　※１人２冊まで
　　購入金額5,000円で10,000円分使えるお得な商品券！

●使用期間
　令和４年10月17日㈪～令和５年２月28日㈫

●対象店舗
・伊方町商工会の取扱登録認定を受けた町内取扱店で
　ご利用できます。
・取扱店舗は、取扱店ステッカーで確認してください。
　町HPでも、取扱店舗を掲載しています。

●購入方法
・購入引換券を10月上旬頃に各世帯に発送し
　ます｡
・購入時には、①～③を持参のうえ、販売窓口
　にてお買い求めください。
　①購入引換券
　②身分証明書（運転免許証､ 健康保険証など)
　③現金

【購入時の注意事項】
・購入引換券は再発行できません。
・商品券の購入は１人２冊までです。
・商品券購入者は同一世帯のご家族ならどなた
　でも購入することができます。また、同一
　世帯以外の代理人による購入もできます。
・商品券購入の際は、身分証明書（運転免許
　証、健康保険証など）により、購入者の本人
　確認を行います｡
・商品券購入後の購入引換券の返却及び商品券
　の払い戻しはできません。

プレミアム付地域商品券事業

●対象者
　町内に営業所を有し、次のいずれかの事業を営ん
でおり、今後も当該事業を継続する意思を有する者
　ア 貨物自動車運送事業（県事業対象）
　イ 貨物軽自動車運送事業 
　ウ 一般貸切旅客自動車運送事業（バス事業）
　エ 一般乗用旅客自動車運送事業（タクシー事業)
　オ 自動車運転代行事業

●対象車両
　上記事業の用に供するために使用し、「自動車検
査証」において使用の本拠の位置が町内である登録
車両（台数の上限はなし）　

●支援金額
　アの県事業対象車両 １台につき  26,000円
　ウの貸切バス １台につき100,000円
　イ・エ・オのその他の事業 １台につき  25,000円

詳細は町ホームページ「伊方町貨物事業者
等緊急支援事業」をご確認ください。

貨物事業者等緊急支援事業
●対象者
　町内の旅館・民宿等を利用した宿泊者

●内容
　ア 宿泊１回につき3,000円の地域商品券を交付
　イ 公設宿泊所（アグリトピア・亀ヶ池温泉簡易
　　 宿泊施設・亀ヶ池物語）利用者については
　　 宿泊１回につき1,500円
　ウ 連泊の場合も原則１回の宿泊扱いとする。
　　 但し、長期宿泊者（作業員等）は１週間（６泊
　　 ７日）ごとに１回の交付
　エ 宿泊者１名ごとに１セット交付
　オ 旅館・民宿等が宿泊者チェックイン時に交付
　　 する。但し当該宿泊料金の支払いには使用不可

●事業期間
　令和４年10月上旬～令和５年２月28日㈫
　※本事業に係る地域商品券総発行数終了時点で
　　事業終了

詳細は町ホームページ「伊方町旅館・民宿
等利用促進事業」をご確認ください。

旅館・民宿等利用促進事業

その他、ご不明な点がございましたら伊方町役場観光商工課（TEL 0894-38-2657）までお問い合わせください。

時
所

対

￥
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伊方発電所の状況

①運転状況について（令和４年８月末日現在） 
　伊方１号機（廃止措置）
　伊方２号機（廃止措置)
　伊方３号機（定格電気出力89万キロワット）
　　定格熱出力一定運転中

②伊方発電所３号機　出力の変動について
　８月７日13時02分、伊方発電所３号機において、系統ショックによる出力変動が発生しましたが、瞬時に復
帰しました。その後は安定した運転が確認されています。この事象によるプラント設備への影響並びに環境への
放射能の影響はありません。

　このほか、８月においては、８月３日に作業員の負傷、８月31日に作業員の体調不良による救急車の出動要請
の通報連絡がありました。

町からのお知らせ

文化祭および公民館まつり“展示のみ”のお知らせ
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、今年度は、伊方文化祭・町見・二見公民館まつり・瀬戸地域芸能
文化祭・三崎文化祭を展示のみといたします。
　文化祭・公民館まつりは、地域の皆様に育てていただき伝統を重ねる大事な行事のひとつとして、毎年とても楽し
みにしていただいていることと存じます。
　コロナ禍が過ぎ去り、改めて文化祭が開催できるようになりましたら、今まで以上に変わらぬご支援をいただき
ますよう、併せてお願い申し上げます。

伊方文化祭

令和４年11月３日㈭～９日㈬
伊方町民会館

時
所

町見・二見公民館まつり

令和４年11月６日㈰～12日㈯
町見公民館

時
所

瀬戸地域芸能文化祭

令和４年10月30日㈰～11月５日㈯
　※11月３日㈭も開館いたします。
瀬戸町民センター
申込み　　10月７日㈮
名簿提出　10月21日㈮
作品提出　10月26日㈬
作品の展示を希望する方は､瀬戸公民館まで
ご連絡ください。　
TEL 0894-57-2111
FAX 0894-57-2229

時

所
申

問

三崎文化祭

今年度は開催場所を三崎支所に変更した開催と
なります。
令和４年10月24日㈪～11月11日㈮（予定）
※１週毎に展示作品を変更する予定です。但し、
　作品出展数により期間が短縮する場合があり
　ます。
三崎支所１階ロビー及び２階多目的会議室

時

所
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とき　　ところ　　内容　　対象　　定員　　金額　　申し込み　　問い合わせ　　ホームページ時 所 内 対 定 ￥ 申 問 HP

◆
申
込
期
限

10
／
５
㈬ 

17
時
ま
で

◆
入
居
資
格

　
収
入
基
準
や
地
方
税
等
公
共
料
金
の

滞
納
が
な
い
こ
と
等
の
基
準
を
満
た
す

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他

▼　

修
繕
期
間
が
必
要
な
未
修
繕
物
件
も

　
含
み
ま
す
。

▼　

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り

　
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

  

建
設
課
建
設
管
理
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
3
8
ー
２
６
５
６

（※

）
①
〜
④
の
家
賃
は
所
得
に
応
じ
た
額
に
な
り
ま
す
。　
⑤
の
家
賃
は
定
額
で
す
。

団
地
名

場
所

番
号①②③④⑤

募
集
戸
数

間
取
り

建
築
年
度

月
額
家
賃
（※

）

湊
団
地

三
机
団
地

上
倉
団
地

砂
田
団
地

大
久
住
宅

湊
浦

三
机

上
倉

二
名
津

大
久

2
戸

３
戸

3
戸

３
戸

1
戸

3
Ｄ
Ｋ

2
Ｄ
Ｋ

3
Ｄ
Ｋ

3
Ｄ
Ｋ

4
Ｄ
Ｋ

平
成
6
年

平
成
1
年

昭
和
58
年

昭
和
61
年

昭
和
57
年

2
2,
2
0
0
円
〜

3
4,
9
0
0
円

1
4,
1
0
0
円
〜

2
2,
3
0
0
円

6,
6
0
0
円
〜

9,
8
0
0
円

1
2,
3
0
0
円
〜

1
8,
4
0
0
円

1
6,
0
0
0
円

申
問

　
自
賠
責
保
険
は
、
自
動
車
損
害
賠
償

保
障
法
に
基
づ
き
、
全
て
の
ク
ル
マ
や

バ
イ
ク
に
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
国
土
交
通
省
で
は

例
年
９
月
を「
自
賠
責
制
度
広
報
・
啓

発
期
間
」と
し
て
活
動
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
一
人
一
人
が
、
よ
り
一
層
自
賠
責
制

度
の
役
割
や
重
要
性
に
つ
い
て
十
分
に

自
賠
責
保
険
・
自
賠
責
共
済
の
ご
案
内

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

理
解
・
認
識
し
今
一
度
、
自
家
用
車
等
の

自
賠
責
保
険
加
入
状
況
に
つ
い
て
ご
確
認
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

総
務
課
危
機
管
理
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

℡
３
８
ー
２
６
５
５

問

町からのお知らせ

行政相談週間と
行政相談所開設のお知らせ

　総務省では、10月17日㈪から23日㈰までの一週間を
「行政相談週間」と定め、各種行事を行います。
　伊方町でも、総務大臣から委嘱された行政相談委員が
行政相談所を開設します。お気軽にご利用ください（相談
無料・秘密厳守）。
　なお、新型コロナウイルス感染防止のため、マスクを
着用の上、会場入口等に設置するアルコール消毒液によ
る手指消毒と相談時間の短縮にご協力をお願いします。
体調が悪い場合は、相談所への来訪はご遠慮いただき、
行政苦情110番の電話相談（0570-090110）をご利用
ください。

● 相談例
　年金、医療保険、社会福祉、交通安全、雇用・労災保険、
登記、道路、生活衛生、郵便、消費者保護、窓口サービスなど

野良猫（地域猫）対策
支援事業について

　この事業は、平成25年度から公益社団法人愛媛
県獣医師会が野良猫予備軍となる子猫を産ませなく
するために野良猫（地域猫）の不妊手術を無償で
行っている事業です。今年度も支援事業の受付を
10月から下記のとおり実施します。

　生後６カ月以上のメスの野良猫
　愛媛県下で約150頭
　令和４年10月３日～令和４年10月31日
　役場町民課環境政策係・瀬戸支所・三崎支所
　不妊手術の開始　令和４年11月中旬から　　
　公益社団法人愛媛県獣医師会　
　TEL089-948-5367

※助成ができる頭数には限りがあり、申請した全て
　の野良猫（地域猫）が助成対象になるわけでは
　ありません。その点についてはご理解をお願いし
　ます。

日　時 会　場 行政相談委員
10月７日㈮
13:30～16:00
10月17日㈪
13:30～16:00
10月20日㈭
13:00～16:00

瀬戸町民センター

三崎支所

町見公民館

山本幸二

山本忠男

門田光和

対
定
申

問
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募
集
・
お
知
ら
せ

とき　　ところ　　内容　　対象　　定員　　金額　　申し込み　　問い合わせ　　ホームページ時 所 内 対 定 ￥ 申 問 HP

佐
田
岬
マ
ラ
ソ
ン
２
０
２
２

中
止
に
つ
い
て

　

11
月
13
日
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た

「
佐
田
岬
マ
ラ
ソ
ン
２
０
２
２
」
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
に
よ
り
中
止
し
ま
す
。

最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ

　

令
和
４
年
10
月
５
日
か
ら
愛
媛
県
最

低
賃
金
は
、
1
時
間
８
５
３
円
で
す
。

　

愛
媛
労
働
局
賃
金
室

　

℡
０
８
９
ー
９
３
５
ー
５
２
０
５

　

八
幡
浜
労
働
基
準
監
督
署

　

℡
２
２
ー
１
７
５
０

kencom

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

『
み
ん
な
で
歩
活
』

　

愛
媛
県
か
ら
の
お
知
ら
せ
「
k
e
n

c
o
m
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
」

　

愛
媛
県
で
は
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
の
方
を
対
象
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ア
プ
リ
で
健
康
づ
く
り
を
行
う
ス
マ
ー
ト

ヘ
ル
ス
ケ
ア
推
進
事
業
を
開
始
し
て
お
り

ま
す
。

　

愛
媛
県
内
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

　
（
20
〜
74
歳
）
で
k
e
n
c
o
m
に
登
録

　

さ
れ
て
い
る
方

　

令
和
４
年
10
月
３
日
〜
10
月
31
日

　

イ
ベ
ン
ト
期
間

　
　

令
和
４
年
11
月
１
日
〜
11
月
30
日

　
「
愛
媛
県　

k
e
n
c
o
m
」
で
検
索

　

す
る
と
、
ア
プ
リ
の
登
録
方
法
や
イ
ベ

　

ン
ト
の
詳
細
を
確
認
で
き
ま
す
。

《
賞
品
》

A
m
a
z
o
n
ギ
フ
ト
券
や
図
書
カ
ー
ド

ネ
ッ
ト
ギ
フ
ト
、
コ
ン
ビ
ニ
の
コ
ー
ヒ
ー

な
ど
50
種
類
以
上
の
ギ
フ
ト
と
交
換
で
き

ま
す
。

　

k
e
n
c
o
m
お
客
様
サ
ポ
ー
ト

　

℡
０
５
０
ー
３
１
７
４
ー
４
９
１
６

第
5
回

伊
方
町
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

　

令
和
４
年
10
月
23
日
㈰
９
時
30
分
〜

　

愛
媛
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

　
（
喜
多
郡
内
子
町
論
田
９
５
０
番
地
）

　

伊
方
町
内
在
住
者
及
び
勤
務
者

　

ダ
ブ
ル
ぺ
リ
ア
方
式

　

３
，０
０
０
円（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
分
を
含
む
）

　

50
名
程
度

　

申
込
期
限　

令
和
４
年
10
月
４
日
㈫

　

申
込
用
紙
を
事
務
局
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

　

電
話
で
の
お
申
し
込
み
も
受
付
可
能
。

　

申
込
用
紙
は
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
、

　

各
公
民
館
に
用
意

　

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

　
　

で
き
ま
す
。

　

伊
方
町
教
育
委
員
会
事
務
局

　
　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

　

℡
０
８
９
４
ー
３
８
ー
２
６
６
１

　

℻
０
８
９
４
ー
３
８
ー
１
１
７
９

　

主
催　

伊
方
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
ゴ
ル
フ
部

　

後
援　

伊
方
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　

四
国
電
力
㈱
伊
方
発
電
所

　
　
　
　

伊
方
サ
ー
ビ
ス
㈱

　
　
　
　

㈱
伊
予
銀
行
伊
方
支
店

※
組
合
せ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
日
、
郵
送

　

等
で
通
知
い
た
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
等
に

　

よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

日
本
一
細
長
い
半
島
の
I
C
T
を
活
用
し
た　

  

地
域
商
社
『
佐
田
岬
モ
デ
ル
』
確
立

　
　
　
　
　
　

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動
！！

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
伊
方
町
の
課
題

で
あ
る
高
齢
化
、
人
口
減
少
、
一
次
産
業
の

衰
退
を
解
消
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
自
主

的
・
主
体
的
で
先
導
的
な
事
業
を
対
象
と
し

た
内
閣
府
の
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用

し
３
か
年
計
画
で
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、 

（
一
社
）
佐
田
岬

観
光
公
社
が
地
域
商
社
と
な
り
、
伊
方
町
の

絶
景
や
地
域
資
源
を
活
用
し
た
観
光
振
興
で

「
稼
ぐ
力
」
を
創
出
し
、
交
流
人
口
の
増
加

や
特
産
品
の
開
発
及
び
販
売
等
に
よ
る
観
光

産
業
の
発
展
と
新
た
な
雇
用
創
出
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
伊
方
町
の
魅
力
創
出
事
業
と

魅
力
発
信
事
業
の
２
つ
の
事
業
を
実
施
し
ま

す
。
魅
力
創
出
事
業
で
は
、
農
業
・
漁
業
・

文
化
の
魅
力
を
体
験
で
き
る
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
の
企
画
や
事
業
者
向
け
の
デ
ジ
タ
ル

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
修
等
を
実
施
し
、
魅
力

発
信
事
業
で
は
、
首
都
圏
マ
ル
シ
ェ
の
企
画

運
営
や
、
デ
ジ
タ
ル
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
制
作

を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
首
都
圏
マ
ル
シ
ェ
は
、
10
月
21
・

22
日
に
東
京
都
に
あ
る
T
O
K
Y
O 

T
O
R
C
H 

屋
外
広
場
で
開
催
し
ま
す
。
当

日
は
、
伊
方
町
の
グ
ル
メ
・
特
産
品
の
販
売

や
み
か
ん
の
試
食
、
み
か
ん
狩
り
が
体
験
で

き
る
コ
ー
ナ
ー
、
観
光
情
報
の
発
信
等
、
よ

り
多
く
の
方
に
伊
方
町
の
魅
力
を
発
信
す
る

予
定
で
す
。

　

今
後
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
に
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

募集・お知らせ

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

　

補
助
金
の
申
請
・
相
続
・
相
談
な
ど

身
近
な
相
談
に
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。
司
法
書
士
・
税
理
士
・
社

会
保
険
労
務
士
を
兼
ね
た
行
政
書
士
が

対
応
し
ま
す
の
で
、
い
ろ
い
ろ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
予
約
は
不
要
で
す
。

　

10
月
13
日
㈭ 
14
時
〜
16
時

　

伊
方
町
民
会
館
５
階

　

愛
媛
県
行
政
書
士
会
八
幡
浜
支
部

　

℡
０
８
９
４
ー
３
７
ー
２
３
１
２

時所問 問

時所対内￥定申問

対時HP問
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10月くらしのカレンダー
土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

ねんりんピックプレ大会（サイクリング）
サイクリング佐田岬2022

人権の日
スポーツの日

メロディー市（きらら館 9：00～）

愛媛県原子力防災訓練

ピップスおはなし会（図書館 13：30～）

夜間納税相談日（町民課税務係 18：00～20：00）
マイナンバーカード交付等平日延長窓口（要予約）
（町民課住民生活係 17：30～19：30）※1

佐田岬半島の自然スライド上映会（町見郷土館 19：00～）

行政相談週間（～23日）

給食サービス事業（町見地区）※2

軽トラマルシェ（佐田岬はなはな）

はなはなハロウィン（佐田岬はなはな）

給食サービス事業（伊方地区）※2

休日納税相談日（町民課税務係 8：30～12：00）
マイナンバーカード交付等休日窓口（要予約）
（町民課住民生活係 9：00～16：30）※1

※１　開設日の３日前（土日祝日を除く）までに電話で町民課住民生活係までご予約ください。（TEL38-2653）
※２　三崎地区の｢給食サービス事業」につきましては、日程が決まり次第、対象者に通知をいたします。
　　　(瀬戸地区については、10月は実施しません。）
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10月　くらしの相談事業開催日

６(木) 心配ごと相談
 伊方町民会館　13:00～16:00

７(金) 行政相談所
 瀬戸町民センター　13:30～16:00

11(火) 特設人権相談
 三崎支所　13:30～16:00

 消費生活相談
 役場1階相談室　9:00～16:30

17(月) 行政相談所
 三崎支所　13:30～16:00

19(水) 当番司法書士事務所
 三崎支所　13:30～16:00

20(木) 行政相談所・心配ごと相談
 町見公民館　13:00～16:00

21(金) 心配ごと法律相談
 三崎保健福祉センター  14:00～17:00

 心配ごと相談
 三崎保健福祉センター  9:00～11:30

※心配ごと法律相談は【予約制】です。相談を希望される
　方は、相談日の前日までに社会福祉協議会本所
　（TEL38-2360）へ予約をお願いします。
　ものわすれ相談、各種保健事業については、Ｐ22健康
　ひろばでご確認ください。

　最近、古紙・古着の日のごみの出し方が間違っているケースが増えてきています。改めて正しい捨て方を確認して
気持ちよく利用できるごみステーションにしていきましょう。
　詳しくは、ごみガイドブック12～13ページに掲載されていますのでそちらをご覧ください。

とき　　ところ　　内容　　対象　　定員　　金額　　申し込み　　問い合わせ　　ホームページ時 所 内 対 定 ￥ 申 問 HP

宇和島年金事務所　出張相談
　 10/７(金)・10/28(金) 10:00-15:30
　 八幡浜商工会議所
　 宇和島年金事務所　℡0895-22-5569　※要予約

時
所
申

年 金 ひ ろ ば

　年金生活者支援給付金は、公的年金の収入やその他の
所得額が一定基準額以下の年金受給者の生活を支援する
ために、年金に上乗せして支給されるものです。受け
取りには請求書の提出が必要です。

請求手続き
①新たに年金生活者支援給付金を受給できる方
　受給対象者には、日本年金機構より９月初旬頃から、
請求可能な旨のお知らせが送付されています。同封の
はがき（年金生活者支援給付金請求書）に必要事項を
記入し提出してください。令和５年１月４日までに請求
手続きが完了しますと、令和４年10月分から遡って受け
取ることができます。

②年金を受給し始める方
　年金の請求手続きと併せて年金事務所または伊方町
役場で請求手続きをしてください。

　　　給付金専用ダイヤル　TEL0570-05-4092(ナビダイヤル)
　　　町民課住民生活係　TEL38-2653

問

年金生活者支援給付金制度について

伊方町クリーン情報

～古紙・古着の正しい出し方～
　　　種類ごとに縛って捨てよう!

本庁町民課 環境政策係　　TEL38-2653
瀬戸支所　 地域住民係　　TEL52-0112
三崎支所　 地域住民係　　TEL54-1111

問

スムーズな回収に協力
してほしいダンディー！

①種類で分ける ②縛る
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　超高齢・過疎の深刻な課題に直面している伊方町では、
持続可能なまちづくりを目指して、町長が「集落のグルー
プホーム化」を公約として掲げてきました。現在、都内の
ＩＴ企業㈱スカラとの連携協定のもと、町外事業者も積極
的に巻き込みながら、町内のモデル地区を中心に、情報
通信技術を活用した共助による健康づくり、買い物支援、
オンライン診療、共食など様々なモデルづくりを進めてい
ます。
　今後、これらの取り組みに住民の皆さまが継続して参加
し、より良いサービスに発展させていくために、参加、
継続、効果に関するデータの蓄積、分析、活用を目指し
て、新たにDX基盤（※）を整備いたします。今回整備するＤＸ基盤は、モデル地区で実証実験を行ってきた「顔
認証」技術を用いるもので、顔パス利用を通して得られる様々なデータを活用し、今後は暮らし、福祉、産業
など、幅広い分野での普及拡大に取り組んでいきます。また、防災の面でも、災害時の避難者の確認や健康管理
など、必要な情報をより確実に集めることができ、適切な判断、対応に繋げることが期待できます。
　ＤＸ基盤の整備に際して、住民の皆さまの関心と理解を得ながら取り組みを拡大していくため、公共施設等
での説明や顔パスの登録、利用などを計画しています。詳細は随時、広報誌等で周知する予定です。

（※）ＤＸ(デジタルトランスフォーメーション）とは、ＩＴ浸透が人々の生活をあらゆる面でより良い方向に
　　　変化させるという概念で、ＤＸ基盤とは、多様なビッグデータを速やかに活用することができるＩＴ基盤
　　　のことをいいます。

１.豊予海峡ルートの始まり
　豊予海峡ルートの始まりは、1965年のワイズ
マン報告。そして1980年～90年代には、愛媛大
分両県知事をはじめ、豊予海峡ルート実現に向け
て盛り上がりを見せましたが、日本政府や両県の
財政事情等により、2003年に大分県知事が事業
の凍結を表明、愛媛県側でも推進事業が縮小され
ました。

２.三崎ー佐賀関のルート実現に向けた運動
　今後の伊方町の取組として
① 豊予海峡ルート推進に向けた取り組みへの参加
② 広報誌への掲載
③ SNSを活用した情報発信
などを掲げ、積極的に活動することを伝えまし
た。また八幡浜青年会議所の方々と一緒になって
取り組んでいくことを、高門町長から話されま
した。

小さなまちの　　　　　　 SDGs
集落のグループホーム化に向けてDX基盤の整備に着手
「顔パス」利用で住民サービスの向上に取り組みます

伊方のミライについて語ろう

豊予海峡ルート実現への取組
豊予海峡ルーーーート

Toward the real ization of Hoyo channel  route
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「
ら
し
さ
」
っ
て
何
だ
ろ
う

  

女
の
子
は
料
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
か
わ
い
く
し
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
男
の
子
は
強
く
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
か
っ
こ
よ
く
し
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

   

日
常
生
活
の
中
で
、
君
は
男
の
子
な

ん
だ
か
ら
こ
う
あ
る
べ
き
と
か
、
女
の

子
な
ん
だ
か
ら
こ
う
し
な
さ
い
と
か
、

耳
に
し
た
り
実
際
に
言
わ
れ
た
り
し
た

こ
と
が
あ
る
人
も
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

 

私
の
性
別
は
女
で
体
も
性
の
認
識

（
心
）
も
女
だ
。
か
わ
い
い
も
の
が
好
き

だ
。
ス
カ
ー
ト
を
は
い
て
お
し
ゃ
れ
し

た
い
し
化
粧
も
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
と

同
じ
く
ら
い
男
の
子
が
好
き
な
遊
び
に

興
味
が
あ
っ
た
。
男
の
子
の
遊
び
も

好
き
だ
。
だ
け
ど
、「
あ
な
た
は
女
の
子

な
ん
だ
か
ら
や
め
な
さ
い
」
と
注
意
さ

れ
た
。

　

 

な
ぜ
女
の
子
が
男
の
子
の
遊
び
を
し

て
は
い
け
な
い
の
か
。
確
か
に
男
の
子

向
け
コ
ー
ナ
ー
に
売
っ
て
あ
る
お
も

ち
ゃ
だ
が
、
女
の
子
が
遊
ん
で
は
ダ
メ

と
は
書
い
て
い
な
い
。（
結
局
お
も
ち
ゃ

は
買
っ
て
も
ら
え
ず
兄
弟
で
取
り
合
い

の
喧
嘩
を
し
て
い
た
。）
こ
れ
を
機
に
自

分
の
「
好
き
」
を
出
す
こ
と
に
と
て
も

抵
抗
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

世
の
中
に
は
「
男
」「
女
」
で
区
別
し

性
に
見
合
っ
た
こ
と
が
普
通
と
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
人
間
は
十
人
十
色
。

み
ん
な
が
み
ん
な
〝
同
じ
〞
と
は
限
ら

な
い
。

　

例
え
ば
男
の
子
が
ス
カ
ー
ト
を

は
く
。
変
な
こ
と
？
で
は
、
女
の
子
は

ズ
ボ
ン
を
は
く
こ
と
も
変
な
こ
と
だ
ろ

う
か
？
そ
れ
ら
は
区
別
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
生
ま
れ
た
固
定
観
念
で
あ
り
、

本
来
は
着
用
し
て
も
い
い
の
だ
。

ス
カ
ー
ト
の
起
源
は
女
性
用
で
は
な

か
っ
た
そ
う
だ
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
は

「
キ
ル
ト
」
と
い
う
ス
カ
ー
ト
の
よ
う
な

男
性
用
民
族
衣
装
も
存
在
す
る
。

　

ま
た
小
学
生
の
こ
ろ
、
男
性
の
友
人

が
、
私
が
読
ん
で
い
た
少
女
漫
画
を

読
み
た
い
と
言
っ
て
実
際
に
貸
し
て
あ

げ
た
こ
と
が
あ
る
。
変
だ
と
い
う
人
が

い
る
か
も
し
れ
な
い
。
私
は
、
女
の
子

同
士
で
少
年
漫
画
を
当
た
り
前
の
よ
う

に
読
ん
で
い
る
。
男
ら
し
く
、
女
ら
し

く
を
決
め
る
〝
基
準
〞
は
何
だ
ろ
う
。

体
の
つ
く
り
？
そ
れ
と
も
、
心
？
体
・

心
が
女
性
で
も
虫
取
り
が
好
き
、
男
の

子
向
け
の
ゲ
ー
ム
が
好
き
な
人
。
心
・

体
が
男
性
で
も
か
わ
い
い
ぬ
い
ぐ
る
み

が
好
き
、
少
女
漫
画
が
好
き
な
人
。

み
ん
な
違
っ
て
み
ん
な
い
い
の
だ
。

　

男
ら
し
く
・
女
ら
し
く
で
は
な
く

「
自
分
ら
し
く
」
生
き
て
い
き
た
い
。

「 

ら
し
さ 

」

教
育
委
員
会
事
務
局

俳
　
句

台
風
一
過
如
何
に
ま
ば
ゆ
き
宇
和
の
海

渡
辺
日
出
子

夜
明
け
前
迎
え
火
灯
り
母
帰
る

石
井
義
夫　

コ
ロ
ナ
禍
の
空
し
き
日
々
や
夏
は
行
く

井
上
良
枝　

遥
か
な
る
沖
の
漁
火
星
月
夜上

田
幸
香　

ま
だ
ま
だ
と
鍬
捨
て
き
れ
ず
大
根
蒔
く

木
戸
悦
子　

　
　

　
　

朝
顔
を
数
え
て
一
日
初
ま
り
ぬ

阿
部
ヨ
シ
子

手
を
広
げ
青
空
仰
ぐ
合
歓
の
花

松
本
光
子　

庭
の
木
の
熊
蟬
の
声
暑
さ
ま
す

宮
部
タ
ミ
ヱ

た
い
ふ
う　
い
っ
か　

 

い
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

う
わ　
　
　

う
み

  

よ  

あ　
　
　

ま
え
む
か　
　

  

び　
と
も　
　

は
は
か
え

　
　
　
　
　
　
か　
　

 

む
な

は
る　
　
　
　
　
　

 

お
き　
　

い
さ
り
び  

ほ
し
づ
き
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
わ 

す　
　
　
　
　
　
　
　
　

だ
い
こ
ん 

ま

俳
句
の
会

あ
み
だ
句
会

わ
い
が
作
っ
た
で
と
ス
イ
カ
玄
関
に

玉
里
宏
子　

手
花
火
の
最
後
の
火
玉
燃
え
尽
け
り

平
尾
由
賀　

水
着
着
て
朝
食
せ
わ
し
帰
省
の
子

宮
本
喜
美
子

孫
連
れ
て
海
水
浴
は
マ
イ
ビ
ー
チ

中
村
ま
ゆ
み

つ
く
ぼ
う
し
早
も
き
鳴
き
ぬ
秋
は
き
ぬ

宮
本
ハ
ナ
子

自
分
で
も
オ
ッ
タ
マ
ビ
ッ
ク
リ
大
ず
い
か

濵
田
貞
江　

ス
イ
カ
成
り
食
べ
ご
ろ
い
つ
だ
ポ
ン
ポ
ン
と

宮
本
眞
知
子

い
よ
の
く
に
い
よ
い
よ
西
へ
青
岬

木
村　

勲　

照
り
つ
け
る
影
で
時
う
つ
赤
灯
台

濵
田
啓
二　

ミ
ニ
ト
マ
ト
た
っ
た
一
夜
で
お
お
ち
が
い

中
村　

孝　

炎
天
に
す
い
か
太
り
し
数
を
読
む

梶
谷
栄
一　

秋
立
つ
を
夜
風
の
心
地
よ
さ
で
知
る

髙
月　

仁　
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　10月26日（水）19時～
今月のテーマ 「勤労胞子隊長：キノコ」
　入場無料・マスクをしてお越しください。
　※コロナの状況次第で日程変更する可能性があります。

　TEL・FAX 39-0241
 （不在の場合）38-2661　生涯学習係
◆開館時間　９時30分～16時30分
◆休館　月曜日・祝日の翌日ほか

町見郷土館から
佐田岬半島の自然スライド上映会（第178回）
時 問

　

町
内
で
塩
を
作
っ
て
い
た
と
い
う
話

を
い
く
つ
か
う
か
が
い
ま
し
た
。
い
ず

れ
も
時
期
と
し
て
は
戦
中
〜
戦
後
頃
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
日
本
国
内
で
塩
が

不
足
し
た
た
め
、
専
売
で
な
く
自
家
用

で
製
塩
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
自
給
製

塩
が
お
こ
な
わ
れ
た
時
代
で
し
た
。

　

ひ
と
つ
は
串
。
終
戦
直
後
頃
か
ら
２

年
ほ
ど
、
泉
甚
松
さ
ん
と
い
う
方
が
、

タ
ッ
タ
ハ
ヤ
近
く
の
波
止
の
根
元
で
小

屋
を
建
て
て
釜
場
を
作
り
、
海
水
を
ど

ん
ど
ん
沸
か
し
て
塩
炊
き
を
し
て
い
た

そ
う
で
す
。
甚
松
さ
ん
は
テ
ン
マ
船
で

磯
た
て
網
や
刺
し
網
、
ま
た
夜
は
イ
サ

リ
と
言
っ
て
カ
ー
バ
イ
ド
で
火
を
焚
い

て
箱
め
が
ね
で
海
中
を
静
か
に
の
ぞ
き

ツ
キ
ン
ボ
で
海
藻
の
下
を
泳
ぐ
タ
イ

や
ス
ズ
キ
を
突
い
て
捕
っ
て
い
た
そ
う

で
す
。
塩
作
り
は
そ
ん
な
何
で
も
挑
戦

し
一
生
懸
命
働
い
た
甚
松
さ
ん
の
ひ
と

つ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
し
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
大
成
。
こ
ち
ら
も
終

戦
前
後
の
一
時
期
だ
っ
た
そ
う
で
す

が
、
現
在
漁
港
の
背
後
に
あ
る
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
敷
い
た
広
い
敷
地
（
写
真
）、

そ
こ
が
ま
さ
に
塩
田
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
現
状
中
央
に
排
水
溝
が
通
っ
て
左

右
に
細
長
く
区
画
さ
れ
て
お
り
、
パ
ッ

と
見
た
感
じ
塩
水
を
流
し
な
が
ら
水
分

を
蒸
発
さ
せ
る
流
下
式
塩
田
の
流
下
盤

と
い
う
設
備
に
見
え
ま
す
。

た
だ
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
流
下

盤
な
ん
て
、
全
国
で
も
ほ
と
ん
ど

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

貴
重
な
遺
構
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

あ
と
井
野
浦
の
阿
弥
陀
池
近
く

で
も
一
時
期
塩
作
り
し
て
い
た
そ

う
で
す
が
、
現
状
で
は
痕
跡
は
分

か
り
ま
せ
ん
。

　

製
塩
施
設
は
時
代
を
表
す
意
外

な
産
業
遺
産
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。

　

取
材
協
力

　

大
成
経
凡
さ
ん
、
泉
光
行
さ
ん
ほ
か

塩
を
作
っ
て
い
た

- 国際交流員カイラ・サムダの体験交流記 -「How ya doin’?」
｢伊方町を離れることになって｣

　伊方町での１年間は短かったの
ですが、残念ながら、９月に国際
交流員の仕事を退職して10月から
大分県で新しい仕事を始めます｡
　最初に伊方へ行くというメール
を受け取ったとき、愛媛県も四国

もよく知らなかったし、伊方町がどのようなところかあ
まり思い浮かべることができませんでした。しかしすぐ
に伊方町について調べ始め、日本での新しい生活が始ま
ることをとても楽しみにしていました。
　コロナ禍の影響で１年間の延期もあったのですが、
ようやく日本に入国して伊方での生活を始めることが
でき、安心しました。実際に町を見てみると、自然が
溢れ、四季の移ろいには驚かされました。日本で働いた
ことがなかったので、役場での仕事には驚くこともよく
ありましたが、それは重要な経験であり、大分での仕事

でもこの学んだことを生かしたいと思っています。
　田舎に来るのは少し不安でしたが、人々が親切で
安心できました。伊方町の皆さんから学ばせて頂い
たこと、経験させて頂いたこと、本当に感謝してい
ます。伊方にいる間に自分が何か役に立ったことが
あれば幸いです。
　ここにいる間にもっとやっておけばよかったと
思うことは確かにあり
ますが、大分県はここ
から近いので、これか
らも時々伊方に帰って
きたいと思います。思
い出と経験、そして皆
さんと伊方を知る機会
を与えてくれて、本当
にありがとうございま
した。
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三
崎
高
校
だ
よ
り

伊方 スポーツセンターだよりスポーツセンターだより

　

今
年
は
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
が
競
技
ご
と

に
分
か
れ
て
四
国
４
県
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

卓
球
競
技
に
お
い
て
は
、
愛

媛
県
の
宇
和
島
市
で
開
催
さ

れ
、
本
校
３
年
生
の
安
原
僚
太

郎
く
ん
も
出
場
し
ま
し
た
。
残

念
な
が
ら
１
回
戦
で
佐
賀
県
一

位
の
峯
く
ん
に
敗
れ
は
し
ま
し

た
が
、
全
力
を
出
し
切
っ
て
挑

ん
だ
安
原
く
ん
は
「
緊
張
し
た

け
ど
、
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
。」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
先
輩

と
し
て
の
姿
を
後
輩
た
ち
に
見
せ
て
く
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

卓
球
部
員
は
運
営
と
し
て
も
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
各
地
で
行
わ
れ
た
予
選
を
勝
ち
抜
い
て
愛
媛
県
ま

で
来
て
く
れ
た
選
手
た
ち
が

全
力
を
出
し
切
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
。
試
合
以
外
の

時
間
は
気
持
ち
よ
く
過
ご
せ

る
よ
う
に
。
縁
の
下
で
支
え

る
立
場
と
し
て
一
生
懸
命
取

り
組
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

＊
四
国
イ
ン
タ
ー
ハ
イ（
卓
球
）

＊
徳
島
で
行
わ
れ
た
全
国
高
校
生・

　 

青
年
集
会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た

　

令
和
四
年
度
も
二
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
回
は
、

夏
休
み
中
の
本
校
生
徒
た
ち
の
主
な
活
動
を
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

８
月
20
日
㈯
と
21
日
㈰
の
二
日
間
、
徳
島
で
行
わ
れ

た
全
国
高
校
生
・
青
年
集
会
に
本
校
の
清
水
志
音
さ
ん
、

二
宮
玲
花
さ
ん
の
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

阿
波
木
偶
箱
（
あ
わ
で
こ
は

こ
）
ま
わ
し
保
存
会
の
辻
本
一

英
さ
ん
に
よ
る
「
部
落
解
放
運

動
と
人
形
の
ム
ラ
」
と
題
し
て

行
わ
れ
た
記
念
講
演
及
び
実

演
は
、
部
落
差
別
に
苦
し
む

人
た
ち
が
強
い
意
思
を
持
っ

て
努
力
し
て
き
た
様
子
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
講
演
後
と
翌
日
に
行
わ

れ
た
分
科
会
で
は「
高
校
生
と
部
落
解
放
運
動
」を
テ
ー

マ
と
し
て
、全
国
の
高
校
生
、大
学
生
と
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
よ

う
に
集
ま
り
、
講
演
を
聞
い
た
り
、
議
論
や
交
流
を
通

し
て
多
く
の
人
た
ち
と
部
落
問
題
、
人
権
問
題
に
つ
い

て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
は
、
貴
重
な
体
験
と
な
り

ま
し
た
。
多
く
の
刺
激
を
受

け
、
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
今

後
は
伝
え
る
立
場
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
大
切
に
考
え
て
、

学
校
生
活
や
将
来
に
生
か
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

問申 伊方スポーツセンター　TEL38-1100または38-0776

トレーニング教室
未経験者大歓迎！！
個人にあったプログラムを作成致します。

　７期　10月５日・12日・19日・26日　
　８期　11月２日・９日・16日・23日
　　　　19:00～20：20
　伊方スポーツセンター３階トレーニング室
　一般成人（10名程度）
　2,100円
※参加希望の方は事前にスポーツセンターまでご連絡ください

時

所
対
￥

ピラティス教室
パソコン作業が多く姿勢に不安があるかたは是非！！
インナーマッスル、全身の細かな筋肉を意識します。
運動を始めたい方には最適です！

　10月16日　日曜日
　　10:00～10:50
　一般成人男女（健康な方)　15名
　740円
※参加希望の方は事前にスポーツセンターまでご連絡ください

時

対
￥

運動の秋！スポセンで体を動かしてみませんか？
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教育
Newsニュース

　教育Newsでは、伊方町教育委員
会の取組や情報、各学校の紹介や
教育関係行事等をお知らせします。

地域を楽しく豊かに　～自治公民館活動の充実～
１.公民館活動の現状について
　現在、伊方町には４か所の公民館と３か所の公民館分館があります。
ご承知のように公民館は、町民の皆様のために、生活に関する教育、学
術や文化についての事業を行い、教養の向上、健康の増進などを図り、
生活文化の振興、社会福祉の増進を支援することを目的としておりま
す。町民の皆様の社会教育を推進する拠点施設として中心的な役割を果
たし、地域づくり、人づくりに努めているところです。ただ、コロナ禍
の中、事業の縮小や施設の貸し出し制限などがあり、十分な活動ができ
ない状況をお詫びいたします。
　公民館活動は大変有意義で効果的な生涯学習の方法ではありますが、
問題点もあります。
〇主体が公民館であることから、参加型の活動になる。
〇公民館が４か所であるため、そこが活動の中心となり、伊方町のよう
　な55集落ある町では、地理的に参加が難しい方もいる。

２.自治公民館活動について
　このようなことから伊方町では、公民館と連携しながら、自分たちの
地域で、自分たちに合ったきめ細かな活動ができるよう、自治公民館
活動を行っております。各地域の自治公民館主事の皆様を中心に諸機関、団体との連携、青少年の健全育成、教養・
文化・生活を高める事業等の推進にご尽力いただいております。それにより、自分たちの地域の課題を主体的に解決する
基盤ができ、地域の親睦や人づくりにもつながっています。

３.自治公民館活動費助成事業について
　伊方町教育委員会では、自治公民館活動を通じて地域の活性化をより推進するために、条件に合った事業を実施した
場合、予算の範囲内ですべての自治公民館事業（活動）を対象に助成金を出しております。
１事業あたりの上限額を60,000円とし、60,000円を下回れば条件を満たした内容の全額を助成いたします。また、１地区
何回でも助成いたしますが、１地区あたりの助成上限額は200,000円以内としています。

４.自治公民館活動費助成事業の活動例
　各自治公民館では、地域の実状に合わせて、三世代交流のペタンク大会やゲートボール大会、花の植栽やイルミネー
ション製作、料理教室、しめ縄づくり、パッチワーク教室、子ども食堂など、多彩な事業を行っていただいております。
　この他にも、地域を活性化させ、楽しく豊かにしている実践例としていくつか紹介いたします。

■井野浦地区（三崎地域） 健康ふれあい祭り
　高齢化する集落に、活力と賑わいを与えることを目的に、昨年11月に実施。保健師によ
る健康相談、講師を招いての健康に関する講演、餅つきとお接待などを行う。参加者も多く
盛会であった。なお、この地区は、アジサイロードの清掃とアジサイを題材にした句会など
も行っている。

■足成地区（瀬戸地域）
　今年７月、地区の皆が利用する遊戯場（船台すべり）の清掃とペンキ塗りを大人や子ども
も加わって実施した。その後、スポーツ大会とバーベキューを行い親睦を深める予定であっ
たが、新型コロナウイルスの感染状況を考慮し、その活動は中止とした。

■中之浜地区（伊方地域）
　昨年８月、親子の親睦を図る行事として、中之浜地区では近くの無人島（黒島）に船で渡
り磯遊びや魚釣りなど島の自然を体験したり、島の探検をしたりした。毎日見る黒島の様子
が分かり、好評であった。

　このように、自治公民館主事の皆様を中心に、自分たちの手で自分たちの地域を改善していく自主的な活動、公民館で
はできない足元の活動を行っていただいております。教育委員会、公民館は自治公民館と連携し、この活動をしっかり
サポートしていきます。
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　子育てNaviでは、子育てに関
する情報や行事をお知らせします。

名称 開催日 内容

12日㈬育児相談 　10：30～11：30 　　 児遊館
　保健師さんにちょっとした困り事や心配な事を相談できます。身長・体重の測定もできます。
時 所

出張スマイル（三崎） 17日㈪ 　10：00～12：00 　　 三崎保健センター
　妊娠中の方や子育てについて相談のある保護者の方も参加可能です。
時 所

ベビーマッサージ
ベビーヨガ 25日㈫ 　10：00～12：00 　　 中央公民館３階和室

　【講師】窪田　実香先生　※予約が必要です。
時 所

ハロウィン 24日㈪　
～31日㈪

　9：30～12：00 　　  児遊館
　いろいろな衣装に変身して写真が撮れます。
時 所

リサイクル 12日㈬ 　10：00～12：00 　　 中央公民館３階保育室
　掘り出し物を見つけに来てください。
時 所

時
所

保健福祉課こども・子育て政策係
TEL38-0217

問月～金曜日 9時30分～12時
伊方町生涯学習センター３階 児遊館内スマイルルーム10月の行事

　小児科初期救急診療当番医では、外科治療は対応しておりません。ケガの場合は、当日の外科系の当番医または救急病院をご利用ください。
　新型コロナウイルス、インフルエンザ等の感染状況によっては混雑が予想され、診療に時間がかかることをご了承ください。

診療時間     9時～12時
       　　   14時～17時（※は18時まで）《10月の小児科初期救急診療当番医》

2
9
10
16
23
30

おおくぼこどもクリニック
八幡浜一次救急休日・夜間診療所※
八幡浜一次救急休日・夜間診療所※
おおむら小児科
守口小児科※
大洲ななほしクリニック

大久保一宏
愛大医学部
中原　　務
大村　　勉
守口　　潤
戒能　幸一

大洲市徳森
八幡浜市大平
八幡浜市大平
内子町城廻
八幡浜市産業通
大洲市東若宮

0893-57-9366
0894-24-1199
0894-24-1199
0893-44-7117
0894-24-7770
0893-25-7710

日 医療機関および担当医師名 所在地 電話番号

名称
乳児相談
５歳児健診
５歳児健診

のびのび子育て相談
５歳児健診
３歳児健診

のびのび子育て相談
５歳児健診

4日㈫
6日㈭
7日㈮
20日㈭
21日㈮
25日㈫
26日㈬
28日㈮

10時00分～
13時00分～
13時00分～
９時30分～
13時00分～
13時00分～
９時30分～
13時00分～

中央保健センター
町民会館
町民会館

中央保健センター
町民会館

中央保健センター
中央保健センター
三崎保健センター

全町
伊方地域
伊方地域
全町

伊方、瀬戸地域
全町
全町

瀬戸、三崎地域

開催日 時間 場所 対象
中央保健センター　TEL38-1811問保健センター10月の行事

１歳のお誕生日おめでとう！ねいちゃんはパパとママの
たからものです。元気にすくすく育ってね。

秀二郎パパ・優花ママより

湊  

浦

ち
ゃ
ん

乙
武
　

祢
衣

ね  

い

初めてのお誕生日 10月

子育てLINE
「伊方町子育てNavi」
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　健康ひろばでは、健康に関する
情報や行事をお知らせします。

10月は「骨髄バンク推進月間」
　あなたを待っている人がいます　骨髄バンクに登録を

「骨髄液や末梢血幹細胞の提供（骨髄・末梢血幹細胞移植）」というあ
なたの善意が、骨髄移植等以外に治療方法のない、白血病や重症再生
不良性貧血などの血液難病患者さんの命を救います。18歳から54歳
までの健康な方の登録をお願いします。

◆骨髄バンク登録窓口　
　八幡浜保健所企画課医療対策係
　受付　毎週月曜日（予約制）
　八幡浜市北浜1-3-37 (TEL0894-22-4111)

令和４年度　後期高齢者歯科口腔健康診査について
　愛媛県後期高齢者医療の被保険者の方を対象に、無料の歯科口腔健診を実施します。お口の健康は、全身の健康
にもつながります。この機会にぜひ受診しましょう。

保険証の更新及び郵送について
　７月に郵送された保険証の有効期限は９月30日までです。新しい保険証は９月中旬頃に郵送しております。内容を
確認の上、10月１日からは新しい保険証をご使用ください。
※あらかじめ送付先設定をされている方は届出されている送付先へ郵送します。

※９月に75歳の誕生日を迎えた方等、既に令和５年７月31日期限の保険証（オリーブ色）が発行されている方につい
　ては今回の郵送対象外です。お手元の保険証（オリーブ色）をそのままご利用ください。
※限度額適用認定証、限度額適用・標準負担額減額認定証の有効期限は令和５年７月31日までです。既に交付されて
　いる方は、そのままご利用ください。

　伊方町役場　町民課医療対策係　　　TEL38-2653
　　　　　　　瀬戸支所　地域住民係　TEL52-0112
　　　　　　　三崎支所　地域住民係　TEL54-1116

◆健診項目　①問診
　　　　　　②歯の状態(現在ある歯、入れ歯のかみ合
　　　　　　　わせやかむ力の確認）
　　　　　　③口腔機能評価（口の中の健康診査）
　　　　　　④保健指導
◆受診方法　クーポン券等が届いたら、事前に健診実施
　　　　　　歯科医院にご予約のうえ受診してください。
◆利用期間　令和４年６月１日～令和５年２月28日

◆注意事項
　①歯科健診は期間中に1回のみです。後日重複受診
　　が判明した場合は費用を請求させていただきます。
　②歯科口腔健診は無料ですが、その後に治療が行わ
　　れる場合は有料です。
　愛媛県後期高齢者医療広域連合　TEL089-911-7739
　町民課医療対策係　TEL38-2653　

問

保険証の色

窓口負担割合

青色

１割、３割

オリーブ色

１割、２割（新設）、３割

９月30日まで 10月1日から
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とき　　ところ　　内容　　対象　　定員　　金額　　申し込み　　問い合わせ　　ホームページ時 所 内 対 定 ￥ 申 問 HP

地域包括支援センター10月の行事
地域包括支援センター

TEL38-2652・FAX38-0372
問 申

みかんカフェ 交流会、レクリエーション等 　
　 飲食費については、実費負担の場合あり￥

中央保健センター
２階研修室13時30分～15時30分  6日㈭

ものわすれ相談
認知症地域支援推進員が認知症に関する
悩みについて一緒に考えます。
事前の予約をおすすめします。

中央保健センター
瀬戸町民センター

三崎支所
13時30分～15時30分

  6日㈭
11日㈫
20日㈭

名称 開催日 時間 場所 内容

保健センター10月の行事
問 申中央保健センター

TEL38-1811
名称

心の健康相談

日曜健診

日曜レディース検診

19日㈬

23日㈰

23日㈰

14時00分～15時00分

  8時30分～10時30分

14時00分～14時30分

中央保健センター

町民会館

三崎保健福祉センター

全町

全町

全町

開催日 時間 場所 対象

インフルエンザ予防接種のお知らせ
　令和４年度のインフルエンザ予防接種について下記のとおり助成を行います。今年度から、高校３年生に相当する
年齢以下の子どもについて、自己負担額が無料になります。接種を希望される方は、下記をご確認のうえ、期間内に
接種してください。

◆接種期間　令和４年10月15日㈯ ～ 令和４年12月末
　※年末は休診の場合がありますので、医療機関にお問い合わせください。

※新型コロナウイルスワクチンとインフルエンザワクチンの接種間隔に規定がなくなりました。なお、インフルエンザ
　ワクチン以外の予防接種と新型コロナウイルスワクチンについては、従来どおり２週間の接種間隔が必要です。

対象者

高齢者 子ども 一般

接種場所

助成回数

自己負担額

予診票等

①接種日当日65歳以上の方
②接種日当日満60歳～64歳で
　心臓、腎臓、呼吸器の身体
　障害者手帳１級の方

町内及び町外の
指定医療機関

１回

1,000円

自宅に郵送します。

生後６ヶ月から高校３年生に
相当する年齢の方

町内の医療機関

12歳までは２回
13歳以上は１回

無料

年度内に19歳になる方～
接種日当日64歳の方
｠※高齢者②に該当する方を除く

１回

3,000円

中央保健センター、町内医療機関、小・中学校、
保育所に置いています。
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図書館だより
10月 図書館カレンダー

日 月 火 水 木 金 土
1
8
15
22
29

7
14
21
28

3
10
17
24
31

4
11
18
25

2
9
16
23
30

6
13
20
27

5
12
19
26

…休館日…おはなし会

ピップスおはなし会のご案内
～ 10月のおはなし会 ～

　８日㈯　午後１時30分～
　図書館　おはなしコーナー
　どなたでも参加できます♪

時
所
対

◆郷土資料コーナーから
『曽我源太郎・光四郎評伝』　
　 いよぎん地域経済
　 研究センター／著（愛媛ダイハツ販売）
明治21年、西宇和郡三机村大江で
生まれた源太郎は松山で商いを覚
え、曽我源商会（愛媛ダイハツ販売
の前身）を創業。戦後の復興を経て、
娘婿の光四郎へ会社が受け継がれ、
その手腕によりさらなる発展を遂げ
ていった。親子二代に渡る創業史。

郷土資料を収集しています。伊方町に関する資料に
ついて情報がありましたら、図書館までご連絡下さい。

《一般書》
『あの子とQ』 万城目 学／著
『裂けた明日』 佐々木 譲／著
『噓つきジェンガ』 辻村 深月／著
『新!店長がバカすぎて』 早見 和真／著
『瓢簞から人生』 夏井 いつき／著
『ルポ誰が国語力を殺すのか』 石井 光太／著
『Cocoのものがたり』 明神 圭祐／著
 ほか
《児童書》
『トイレトイレ』 西村 敏雄／作
『すけすけのりもの』 なかしま じゅんこ／作
『へんてこはやくちことば』 新井 洋行／作・絵
『まちのおばけずかん ハイ!』 斉藤 洋／作
『かいけつゾロリにんじゃおばけあらわる!』 原 ゆたか／さく・え
『消えた図書室』 西村 友里／作
『タガヤセ!日本』 白石 優生／著
 ほか

新しく購入した本は図書館ホームページからも
ご覧いただけます。

新着図書

利用案内
■開館日時／火曜日～日曜日 ９時30分～18時
■休館日／毎週月曜日（月曜日が祝日のときはその翌日も）
　　　　　祝日、月末図書整理日、年末年始・蔵書点検日
※町見公民館・瀬戸町民センター・三崎公民館で図書と雑誌の
　予約受取・返却ができます。
　伊方町立図書館（伊方町生涯学習センター２階）
　愛媛県西宇和郡伊方町湊浦1992番地
　TEL（0894）38-0607
　http://www.town.ikata.ehime.jp/site/tosyokan/

問

HP

　皆さん、いかがお過ごしでしょうか？
９月！そうです・・読書の秋到来です。読書にぴったり
の季節に、能動的に「インプット」「アウトプット」を
しながら楽しんで行きましょう。
　今月の推奨作品は、浜口倫太郎先生の「くじら島の
ナミ」をご紹介します。
　冬の荒れた海、ある目的で豪華客船で旅をしていた
「夫・ルーク」と「妻・エマ」の若い夫婦、そして二人の
愛娘「ナミ」だったが・・・。
　嵐で岩にぶつかり船底には穴が・・・
　３人は救命ボートで脱出を試みるが、それは嵐の中、
大波に飲まれ命を落とすルーク。この時、あの有名な

アメリカ映画「タイタニック」を彷彿させるような映像が
頭の中に流れてきます。やがて、嵐もおさまったがエマ
も寒さのため体力が尽きる。エマの願いを叶えるため
クジラの「ジマ」がナミを人間と同じように育てて行き
ます。躾をしたり、字を覚えさせたり。ありえないこと
ですが、スラスラと読み進めて行けます。
　時は流れ、やがて別れの時が。ラ
ストは感動で思わず涙が・・・何と
も心地いい物語でした。仲間の大切
さ、親のありがたさ等「感謝」を味
わえる一冊だと思います。

『くじら島のナミ』
浜口 倫太郎／著

（ディスカヴァー・トゥェンティワン）

図書館長のススメ！
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伊方町地域おこし協力隊通信

三崎高校公営塾担当
渡辺　拓海
　三崎高等学校
　TEL54-0550

　こんにちは！学芸員の前田です。今年も年に一度のビッグイベント
「お盆」が無事終わりました。佐田岬半島の初盆行事は国の「記録作成
等の措置を講ずべき無形の民俗文化財」に選択されています。佐田岬
半島で過ごす初めてのお盆、今年は町内の盆行事調査に走り回りま
した。
　ご先祖様を迎え、供養し、送る作法は、地区によって様々で、とて
も興味深いものでした。今回の調査で得た写真や聞き取りデータはしっかりと整理し、記録していきます。コロナの
影響や過疎化等々で維持が大変だとは思いますが、これからも続いていくことを願っています。
　各地で教えてくださった方々、調査に協力してくださった皆様、本当にありがとうございました！来年はもっともっ
と賑やかなお盆になることを祈っています。（写真のナスは大久のオショロブネの船頭です。オショロブネを作るとこ
ろを見学に行った際に一つ作らせてもらいました（笑）私が作ったのは左から２つ目です。）

　この仕事をしていると、生徒と模試の話をすることがあります。その度に、私が読書に目覚めたエピソードを思い
出します。高校２年生の頃の夏の話です。その日は記述模試が行われる日で、国数英の３科目受験でした。正直なと
ころ普段の国語の模試はノリと勢いで解いていたのですが、この日は違いました。というのも出題された小説が非常
に面白かったからです。物語に引き込まれるという感覚を初めて味わいました。とにかく著者と出典を頭に叩き込み、
その日の帰りに市立図書館に借りに行ったことを鮮明に覚えています。これが、米澤穂信さんという小説家との出会
いでした。この日を境に、米澤穂信さんはじめとした様々な作家さんのミステリー小説を読み漁りました。叶うならば、
記憶を消してもう一度読みたいとすら思うほどに充実した時間でした。読書は想像力が豊かになるほか、言語能力の
育成にも役に立つと思います。
　公営塾では数学を担当していますが、読書の素晴らしさも伝えていければと思います。

各隊員が日替わりで更新し、それぞれの活動やイベント情報などを発信しています。
ぜひご覧になって隊員たちと交流を深めてみてください。

お盆調査
楽しかったです!!

伊方町地域おこし協力隊facebook

博物館学芸員
前田　美和
　町見郷土館
　TEL39-0241
問

問

読書のすゝめ
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伊方町の人の動き（令和４年８月末日現在）
増減事由は８月中

人　口
男
女

世　帯

出　生
死　亡
転　入
転　出

２人
１３人
１２人
２０人

８，４９７人　　（－１９人）
４，１１６人　　（－　３人）
４，３８１人　　（－１６人）
４，４８２世帯　（－３世帯）

伊方町オープンデータ

1　美しい旋律が会場に響き渡る
2　地元同級生も応援に駆け付けました！

2

1

今月の

八西CATV放送日

10月３日（月）18:30～
放送を見逃した方必見！
伊方町公式YouTube「佐田岬チャンネル」で
今までの「あの人この人」の動画が見れます！

あの人この人

　８月28日、伊方町出身のピアニスト・船越のどかさん
のピアノ公演が八幡浜市ゆめみかんで行われました。会
場には多くの観客が訪れ、船越さんの奏でる美しい旋律
に聴き入っていました。
　船越さんがピアノを始めたのは４歳の頃。両親が音楽
をしており、２人のお兄さんもピアノを習っていた影響か
らピアノを習い始めました。そして大学３年生の時に、カ
ステルヌオーヴォ＝テデスコという作曲家の曲に出会い、
「日本ではあまり知られていないこの作曲家の曲を広め
たい」と思い、ピアニストになることを志したそうです。
　「私にとってピアノとは、自己表現をするものです。言
葉では表現できないことを音楽に乗せれば、こうしたい
ということを出すことができます。そして、今では私に
とって切っても切り離せないものになっていて、それは
『縁（えん）』のようなものなんだと思います。これから
もピアノに触れながら生活していく、していきたいと思え
るようになってきました。」と公演後に晴れやかな表情で
話しました。

「 縁（えん） 」

船越 のどか さん
- ピアニスト -

　伊方町の広報誌を音声で伝える広報誌「声の広報」を、
毎月１日に伊方町公式YouTube「佐田岬チャンネル」で
掲載しています。

音声で伝える広報誌｢声の広報」

ご寄附のお礼
　兵庫県にお住まいの中矢さまから広報誌発行費用にとご寄
附をお寄せいただきました。紙上から厚くお礼申し上げま
す。有効に活用させていただきます。

伊 方 町 公 式 S N S

伊方町のホットなニュースをSNSで発信中！
身近な出来事やお得な情報をお知らせします。


